
誰鷲、

灘難

　ゆノつ

’　ξ

考　8／　・
ノ　ノ

痢舶

　　（　　ゆ　　嬉¢

平成17年

月暑
毎月10日発行

March

難瀧　申里村役場　編集／総務課
．驚灘雛欝92新潟県中魚沼郡中里村大字田沢己2133番地TEL．025－763－3111FAX．025－763－2044
舞欝一滋畿一ジhttp：／／www．vilLnakasato．niigatajp　Eメールinfo＠vilLnakasato．niigatajp

謬
感、

叢

継

1
1

鑓1蝋

　　　譲　　髄　雛　　難、

㈱細蝋帖、榊岬脚嚇
　　　　㌔、・

L
譲
　

響

融

鞭

』
黙

麟

w

∠

鍵一蜂　　

．婆騰鰐簸濃謝驚雛難難簿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝解けていく雪を惜しむかのごとく賑わっていまし　．難馨　μ、

た。同スキー場で雪と戯れることができるのもあ　　，　　　　　譲、

と数回。スノーボードで楽しんでいた青年は『こ　　一、　　灘　麟

のスキー場が大好き。休みのたびに利用していま

癖翻馨溝喫聡鯖纏鱒糠鎌驚し撰．．

　　　 ぽ　　　　き　　　　　　　　　　　づ　　　　　　　ノ　　ず　　　　　　　　　　　　　いア

　なかさと清津スキー場の営業日　　難難　・　　　　　．3

鄭予

P
蝋
F

糠1

・鱒穏鰍

襲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帖鱒　　
虐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　饗軍　

騨響　　　　　　　　　　　　　禰　強1
　　3月12日出、13日（日）、19日出、20日（日）、21日（月）、26日出、27日（日）

憾

庭

1醐礫

羅

醸

灘
㎜
馨
鑛
褻
縷
難

　
　
懸
　
懸
蓬
　
　
装
懸
裏

　
　
　
灘
灘
懸
慧
灘
黙

　
　
　
蒙
嚢
馨
嚢
蒙
騰

竃
嚢
麗
響
雛

　
　
　
　
‘
灘
麟
羅
鍵
難
馨
　
賊

装

騨

　　　　　　　　あ　　　　　　　　藍
　　　　　　　　　護
　　　　　　　　　嚢
　　　　　　　　　醸
　　　　　　　　　蕪
　　　　　　　　　醸
　　　　　　　　　　
F　　照葉畷職．灘、
　　　　　譲　　　　　　　　　　　～嚇1㌧鯉



’
誤

哩も

わります

　　　　　　　　　国民年金法の改正にともない、

4月より年金制度の改正が順次実施されることになっています。

◎4月からの主痛鶴変1馨点をお知らせします。

13，300円（現在）→13，580円（17年4月から18年3月）

　17年度分の保険料を一括して前納すると、

現金払いでは2，890円の割引、ロ座振替では

3，420円の割引となります。

　現金払いでの前納は、4月に郵送されてくる1年前

納用納付書で5月2日までに金融機関等の窓口での納

付が可能です。

　口座振替での前納は今年3月31日までに社会保険

事務所での登録が完了しなければ、振替できませんの

で、ご希望の方はお早めに申出書（金融機関、役場窓

口にあります）にご記入の上、社会保険事務所あて提

出ください。今年の振替は5月2日です。なお、既に

口座振替による前納を申込みされている方は提出不要

です。

※国民年金基金の掛金と国民年金保険料を合わせて口座振替し

　ている方で、国民年金保険料の納付を前納に変更する場合は、

　3月18日必着で国民年金基金へのお申込みが必要です。

　通常のロ座振替（当月保険料の翌月末引落し）

は定額保険料ですが、保険料を当月末引落しに

すると、毎月の保険料が40円割引となります。

　この「早割」の申込みをされると、翌月末の初回の

口座振替にて2ヶ月分の保険料（従前の保険料と40

円割引された保険料）が引落とされ、その後の毎月の

保険料額が40円割引となります。

　ご希望の方は、申出書（金融機関、役場窓口にあり

ます）に必要事項をご記入の上、社会保険事務所あて

提出ください。

　なお、保険料の半額免除の承認を受けている方の口

座振替は、通常の口座振替となります。

※3月中に早割のお申込みをいただいても、平成17年度分の

納付書が発行されてしまうことがあります。行き違いですの

でご容赦願います。

　20歳代の方は、本人（配偶者を含む）の所得が一定額以下

の場合は、申請により月々の納付が猶予されます。

　これまでは、所得が多い世帯主（親など）と同居していると、保

険料免除の対象とはなりませんでした。仮に障害や死亡といった不

慮の事態が生じた時に、保険料の滞納期間が長いと障害年金や遺族

年金が受取れない場合もあります。この若年者納付猶予制度の承認

を受けている期間は、滞納扱いとはなりませんので万一の時にも安

心です。また、満額の老齢年金を受取るために、その後10年のう

ちに保険料を納付することができます。（2年以上経過後は保険料

に一定の加算がかかります）
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　この制度は、国民年金制度の発展過程において生じた特別な事

情により、障害基礎年金を受給していない障害をお持ちの方に対

して福祉的措置を講じる観点から給付金の支給を行う制度です。

○対象者

　①平成3年3月以前に国民年金任意加入対象であった学生

　②昭和61年3月以前に国民年金任意加入対象者であった

　被用者（厚生年金、共済組合等の加入者）の配偶者

　　①、②のいずれかに該当する方で任意加入していなか

　　った期間中に生じた傷病が、現在、障害基礎年金の1・

　　　2級相当の障害の状態にある方です。
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○支給月

1級＝月額5万円　　2級＝月額4万円

平成17年4月1日から

十日町市役所中里支所市民生活課保険年金係

請求のあった月の翌月分から支給します。

（4月に請求されると5月分から支給）

原則、年6回（2月、4月、6月、8月、10月、

12月）です。支払い月の前月分までがまとめ

て支払われます。

￥1！

鞠◎一
！1￥

（乙注意）

・請求が遅れた場合、遡って支給できませんので

　5月分から受け取るためには、17年4月中に請

　求を行ってください。必要な添付書類がすべて

　そろわない場合であっても、まずは、4月中に

窓口で請求窓口へ請求書（役場窓口にあります）

　を提出してください。

　　　　　　　　　　ほ・支給額は毎年度自動物価スライドがあります。

・所得によって支給制限となる場合があります。

・老齢年金等を受給されている場合は、支給制限

があります。

単身世帯を中心に、免除の基準がやさしくなります。

　　　　納付が困難な方は免除の申請をお願いします。

　（6月まで免除承認されている方は7月以降申請してください。）

　第3号被保険者（厚生年金等に加入する方の被扶養配偶者）の届出の特例が認められます。

　第3号被保険者の届出が遅れたときには、2年前まで遡って第3号被保険者の期間となりますが、それ以前の期

間は「保険料未納」の取扱いとなっていました。今回の改正では、特例の届出をしていただくことによって、2年

以上前の期間も第3号被保険者として取り扱い、将来その分の年金を受けとることができるようになります。

　なお、平成17年3月までに第3号の届出があり、社会保険庁にお

いて、第3号に該当していながら「保険料未納」の取扱いとなって

いると把握している期間については、特例の届出は必要ありません。

該当する方については、既に特例の届出も行われているものとみな

して、自動的に保険料納付済の期間への変更が行われ、社会保険庁

から平成17年4月下旬にお知らせが送付されます。また、該当する

方であって年金受給中の方は、年金額が増額となる場合があります

が、この年金額改定についても、社会保険庁において実施するため

の届出は必要ありません。

お問い合せ先
霧難磯羅螢繰灘嚢灘騒撮圏鰯嚢i務雛園難蕪鰹謙灘馨釜縫難懇i

i懸i餓融灘礁鍵翻．蓬『灘．　　　　　・　　、欝別障馨綴衛塗灘燵騰

3 広報なかさと平成17年3月10日
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心と’なって実施していました。一度　　　　慧

参加した子供達が友達を誘って参加

し、回叡を重ねるたびに参加者が増

え、音楽にあわせて楽しく体を動か

すことができました。
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地域子ども教室では“あをびを原

点”としたスボーツ活動を子供達に

提供しようと努めていますが、フラ

イングティスクも子供からお年寄り

まで、誰でも気軽にできるスボーツ

で、参加した子供達は討の体育指導

香員の指導のもと、ティスノフゴー／し

やストライクアウトを用いて、楽し

く活動していました。
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中里体育協会中里卓球クラブが中心

と’なって実施した卓球教室では小学生

だけでな＜、中学生も毎回参加してく

れました。中には卓球台からやっと顔

が出るような子もいましたが、指導者

の方がひとりひとり丁寧に指導してく

れていました。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　輪　れ、また各小中学絞の先生方もボラ

　ンティアとして六勢協力してくれま

　した。「スボーツ少年団にλってま

　では…」とし￥う子供達が六勢参加し

　てくれたほか、中学生も参加し、指

　導者と一緒に’なって子供達の指導を

　してくれました。
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和楽器教室では箏美会の方が中心となっ

て、子供達に日本古来の箏とし￥う楽器を知

ってもらい、実際に音を出して、老の音に

共鳴することで、子供達の心の底に和の感

牲が芽ばえればと実施してくれました。子

供達は実際に箏で曲を弾し￥たりすることに

よって、箏に親しみが出てきたようでした。
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　しめ縄つくりはシ／しバー人材t2ン9一が

中心となって実施してくれました。“縄な

し￥”が基本のため、指導をしてくれた方々

は縄なし￥を教えるのに六変苦労したようで

したが、どうにかしめ縄が完厳すると子供

達は非常に満足気で、老れを貝た指導者の

方々もほっとした様子でした。老して、子

供達は六変うれし老うに自分が作ったしめ

，縄を持って帰りました。
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外で体を動かす機会の少なし￥こ

の時期に、ブー／しで楽しく運動す

る中で、健康増進と体力の向上を

目指老うとミオンなかさとのグー

／しをお借りして、実施しました。

泳法練習のあいまには、ウォー9

一スライ9一なども楽しんだりし

ました。子供達のスボーツ活動に

参加する意欲を高めるし￥し￥きっか

けになったようです。
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慧　れるようになりたし￥ものです。老こで、体糞
ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

馨　育協会スキーチーム清津が中心となって実雲
お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な

婁　施してくれました。初めて、スキーを履く婁
む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

婁　子もたくさんいて、思うように歩くことす婁
ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お

馨　らできずに泣き出してしまう子もし￥ました霧
な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

婁　が、老んな子も夕方にはゲレン・デの頂上か婁
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ
・　ら滑って降りてこれるようになり、帰りに・
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
め　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

馨　は“自信”を持って帰って行きました。　　慧
鱒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 愚
鍛⑭騨爵㊨竈顔硲働鞍癒⑫騨魯㊧⑱導の⑳⑲鱒⑳麟馨⑳⑪騨萄磁嚇囎鐙齢轡継轍蓼蜷磁

鎌鐙齢鰺齢癬鐙憩齢馨穆鋤轡囎鐙磯轟静醗醗騨鱒聾轡軸錘轡魯馨鱒麟⑭㊨⑬穆⑭韓轡轡瘤響鯵懲懲馨

F　▽

　空手のミットを蹴ったり突し￥たりすることを通慧

　　　　　　　　　　　　　　　だ霧じて、子供達に自分自身の体力を知ってもらうと零
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む

譲共に、生身の人間に当てたらどうなるかを教え、零
お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ

離けして他人に暴力を振るってはし￥けなし￥という事霧
む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ

蒙を伝えたし￥とスボーツ少年団水翔塾が中心となっ婁
お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ポ

慧て実施してくれました。会場には指導者と子供達驚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 む

む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

・の元気し￥つばし￥のかけ声がこだましてし￥ました。　・
鱒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫
麟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟
⑳蓼魯嚢働馨癒懲愚鐙騨磁韓⑫鯵韓韓馨轡癖愚⑬⑲磯㊨峰⑱＠⑳軸⑭郵樽癒⑭轡㊧⑫塵⑱⑳轡聾⑲癖

iボー／しを使つた遊びから胎め、ザツかのゴ暫1
だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お

謬一／しを浜める気持ちよさを昧わってもらおうと　　　　竃
む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

糞体育協会ザツカーノフラブとスボーツ少年団アト　　　慧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 あ

翼ラス中里FCが中’四εなつて開催してくれまし　・▽憲
だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 む

馨た。また、スペシや／しゲストとして新潟ア／しヒレ　＝一慧
ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 お

蒙ックスの方がボランティアで参加してくれ、突　　　蒙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 お

・然のゲストに子供達はヒッノフリしてし￥ました。　　　　翻
轡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 蜷

轡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轡
⑫懸㊧⑲趨嚇櫓奪萄穆⑰㊧礁櫛馨轡⑤㊥麟雛嚇癖轡懸壷纏韻嚇轡態轡鋳纏翻璽轡飾麟＠⑲麟⑪麟癖＠＠磯

　　　　　　　　　　　②　　　　　　　　　　　鍛　　　　　　　　　　　櫓　　　　　　　　　　　瞭　　　　　　　　　　　嚇　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　鐙　　　　　　　　　　　麟　　　　　　　　　　　鍛　　　　　　　　　　　馨　　　　　　　　　　　爵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　婁
　　　　　　　　齢§一馨難婁

　　　　　　　　　　　雲
　　　　　　　　　　　慧
　　　　　　　　　　　竃
　　　　　　　　　　　　　　　　　・騰か魏…．1
　　　　　　　　　　　雲地域のおじし￥ちゃん、おばあちゃん　。

　　　　　　　　　　　慧達と書初めをしてみようllとし￥うこと　・

　　　　　　　　　　　婁で、シ／しバー人勅t2ン9一が中心とな　・

　　　　　　　　　　　婁って実施してくれました。どの子供も蕊

　　　　　　　　　　　む胎めと終りの字では比べものになら’な　慧

　　　　　　　　　　　ゆいほど上達していました。みんな力強　塞

　　　　　　　　　　　むい習字が完威して、おじし￥ちゃんやお　窪

　　　　　　　　　　　　ばあちゃんもニッコリしてし￥ました。　馨

　　　　　　　　　　　鱒盤騨轡纏嚇轡幽邸麟磯⑳鯵醸錦鱒磯魯館醜嚇嚇勧働鯵麟趨嚇癖鈴鶴麟融愚費幽⑬

　

慧　運動がにがてな子にも楽しく体を動かしてもらおうと討…，

1の備指導韻が中枇なつて実施してくれまし乞参加羅　競ロ

慧動かしてし￥るうちに、気がつし￥たらし￥し￥汗をかし￥てし￥て、
の

馨汗をかく気持ちよさ、清々しさを感じてくれたようです。
惣

嚇磯趨趨㊥聯麟麟璽㊥麟曹鯉聾鑛瀞銀韓轡軸舞橡韓㊥働馨錘癒轡齢⑫磁翻齢磁＠齢⑳麟磯齢蒔㊨韓鯵鯵爵軸鞍鯵轡當鯵鑛轡櫓轡購竈鯵蕗鐙愚愚麟纏⑱齢麟鯉⑭齢麹囎鎌惣⑳幽癖審轡

勿凹暑F秒9〕野。幽籔
　　　　　　　　　　　　　　　雛

鐘齢醗磁⑲②⑬②㊦◎㊨蓼鯨⑭穂○癖薯轡癖馨趣⑳磁癬穏窃翰齢麟⑰藤翻⑮噂齢爵＠㊥齢砲翻韓轡櫓幽麹鱒継櫛⑳癒轡麟磯麟磁鋤齢趣⑬磁翻翻鯉㊨萄鐘穆蓼萄魯働馨⑬動勲馨⑭⑪趣紬鱒竈翻鱒麟聯蓼
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聾磯麟齢磁繍嚇鱒㊥融麟憾醗嚇硲磁愚鱒総雛翰麟鱒融勢鎗融融鱒⑳嶺頓碍鱒覇翻鯵嶺融劇麟轡鑛麟磯

麟
融
聾
働
覇
艦
舞
轡
麟
愚
⑫
繕
鰹
蜷
難
癒
㊨
麟
轡
幡
鱒
纏
馨
麟
む
轡
轡
嚇
嚇
蓼
癖
癒
曙
9
櫛
魯
聯
璽
轡
鶴
㊧
の
轡
嶺
の
蓼
癖
⑳

＆

・
彰
診
認
皿

　子供達から、ぜひやってみたし￥と

の声があり、役場のスノーボード部

が中心となって、実施してくれまし

た。ほとんどの子が初めてで、実際

に滑釜とし￥うところ訓よかなり診

箏欝齢霰、灘禦o電
指導を受ける子供達の目はどの祷、皿

真剣老のものでした。

纏鯵軸㊥融鍛輪麟鐙鯵幽麟⑭覇働懸魯魯鐘響⑭聾撫穂曹＠嘗麟穆灘轡鯵⑫騨⑬⑫纏馨轡勲籔趨

麟
懸
嚇
韓
醗
轡
繍
齢
蓼
繍
鰺
趣
魯
醗
轡
醜
繕
纏
鯉
麹
轡
鱒
纏
蜷
癖
麟
⑫
穂
赫
翻
萄
轡
鱒
㊨
響
癒
囎
齢
騨
嚇
翻
㊥
轍
齢
働
＠
撒
磁
＠
⑰
⑭
⑪
強
囎
雛
聯

　
地
域
子
ど
も
教
室
は
中
心
地
で
の
開
催
だ
け
で
な
く
、
村
の
中
心
か
ら
離
れ
た
地
区
で

も
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
清
津
峡
地
区
で
は
清
津
峡
小
学
校
の
体
育
館
を
会
場
に
空
手
道
教
室
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
教
室
に
参
加
し
た
鈴
木
可
南
子
さ
ん
（
清
津
峡
小
学
校
3
年
）
の
感
想
で
す
。

⑫
囎
覇
齢
轡
癖
愚
齢
御
愚
鵬
磯
櫛
麟
礫
趨
轡
鶴
融
聾
繕
鐘
融
轡
癖
醗
⑲
霧
轡
麟
轡
響
塵
＠
轡
癒
麟
齢
憩
蓼
齢
萄
辱
磁
囎
萄
蓼
趨
⑳
韓
轍
繍
騨
幽
轡
纏
趣
髄
雛
鍛
穆
轡
磁

醜融覇

　
わ
た
し
は
、
笥
空
手
」
と
い
う
ヌ
ポ
ー

ツ
を
蘇
お
も
教
室
で
、
は
じ
め
て
習
い
ま

じ
魁
。

　
ま
載
叢
初
縫
、
準
備
体
操
で
お
し
り
で

歩
《
（
ク
じ
ヨ
ン
）
じ
ん
ち
ゃ
ん
歩
ぎ
と

験
う
運
動
琶
じ
て
び
つ
く
り
し
ま
し
た
。

先
盤
が
琶
驚
も
う
ま
か
つ
楚
で
す
。
わ
た

　
　
　
し
は
、
ぜ
ん
ぜ
ん
驚
き
ま
せ
ん
で

　
　
　
し
た
。

　
　
　
パ
ン
チ
の
練
習
は
、
か
サ
声

　
　
　
鷹
、

軸
⑳
鵡
齢
鯨
櫓
齢
㊥
轍
勘
愚
勲
轡
磯
轡
軸
轡
嚇
聾
醜
締
懲
砲
轡
癖
麟
曹
魯
嚇
麟
萄
籔
蔚
麟
轄
嚇
齢
⑳
馨
鱒
嚇
⑳
脅
繍
㊨
鎌
癖
融
⑳
騨
魯
覇
轡
⑳
癖
㊥
融
⑫
縫
⑬
⑭
櫓
磁

　　中里斥引εは先人達が血のにじa）思し￥をし、

　命を懸けて開削して、農業や普段の生活に多

　くの恵みを提供して1し￥る水剰施設が多くあり

　ます。老こで、世代交代が進み、忘れかけて

　し￥る歴史の事実を子供達に知ってもらおうと

　美±里ネット中里が中心と1なって実施してく

　れました。子供達は水剥施吉受に川の様子など

　をマンガ風に書きし￥れていくなかで、討の歴

　史や施設の役割を知り、自分達の生活する“，3、

　るさと”を再認識しているようでした。

錬趣曹聾鱒穆壷融齢醗韓齢欝醜盤欝鍛融韓鶴聾鐙灘齢轡穆鎌翻麟麹軸㊥翻錬欝鍛磯融贈囎韓轡

　
　
婿
き
な
食
べ
物
の
名
前
壼
蕾

つ
て
．
わ
た
し
は
、
『
メ
臼
ン
！
」

＆
奮
い
ま
し
た
。

　
ギ
ッ
ク
の
練
習
で
は
、
國
じ
げ

鰻
は
よ
く
驚
き
た
と
思
い
談
鐵
。

パ
ン
チ
と
キ
ッ
ク
の
両
方
を
す
る
の
が
つ

か
れ
ま
し
た
。

　
体
あ
た
り
の
練
習
は
、
思
い
っ
き
鱗
描

っ
た
ら
、
か
た
が
い
た
く
な
り
ま
じ
難
。

　
空
手
教
室
は
、
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
態

の
で
、
ま
た
や
り
た
い
で
す
。

うこ・した。写亡）も教室σ）色々な

砦重めち翻じこ写供さ…①61自乞午生プブ

広‘が』っこし、っこ欲しし、ごす。

　
活
動
日
数
3
5
日
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
数
1
4
種
4
5
本

　
参
加
人
数
8
3
2
名
　
指
導
者
数
1
0
9
名
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
1
4
7
名

　
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い

ま
し
た
。
子
ど
も
教
室
は
平
成
1
7
年
度
も
続
き
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
こ
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

”
勢
意
は
人
を
動
か
し
、
牡
会
を
動
か
す
”

中里地域手ど壱教屋実行委員会事鷹局
中里村体験学習支援センター（保健センター）内　四763－4478

　　　　　　　　　　活動についてのご意見やご提案もお待ちしております。

　　　　　　　　　　E－mailly－kuwahara＠vill．nakasato。niigatajp

広報なかさと　平成17年3月10日7



総合優勝の大島くん（左）と山本さん（右）

ス
ポ
少
・
清
津
ジ
ュ
ー

ゲ
レ
ン
デ
で
の
熱
戦

　
3
月
6
月
㈲
、
な
か
さ
と
清
津
ス

キ
ー
場
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・

清
津
ジ
ュ
ニ
ァ
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
大

会
、
ジ
ュ
ニ
ァ
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
強
く
照
り
つ

け
る
太
陽
で
白
銀
に
輝
い
た
ゲ
レ
ン

デ
を
疾
走
し
て
い
ま
し
た
。
総
合
優

欝　P『』覇 叢　　嚢

1　年 瀧　澤　　　樹

2　年 富　井　寿　大

3　年 志　田　翔　紀 廣　田　美　帆

4　年 大　島　卓　巳 山　本　夏　希

5　年 富　井　孝　典 樋　口　由希子

6　年 南　雲　和希望 富　井優　子
中学生 瀧　澤　　　大 廣　田　真　理

◆
優
勝
者

勝
は
山
本
夏
希
さ
ん
、
大
島
卓
巳
く

ん
が
総
合
優
勝
の
輝
く
カ
ッ
プ
を
手

に
し
ま
し
た
。

蓼階　》ゆ

な齢さ老

●

ヲ
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

／
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ツ
プ

Weしove翫kdso十〇

圃
一
閣
一
圃
一
囮
一

『
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
￥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

一
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

α哉
皿嶋｝樹緬砺呼嘗

期
待
に
胸
弾
む

ゆ
く
ら
妻
有

　
　
　
　
　
　
　
上
棟
式

　
ゆ
く
ら
妻
有
の
上
棟
式
が
2
月
2
3

日
㈱
、
地
元
倉
俣
地
区
振
興
会
と
工

事
施
工
業
者
の
主
催
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
上
棟
式
で
は
ゆ
く
ら
妻
有
の
完

成
を
願
い
、
中
里
村
芸
能
協
会
の
み

な
さ
ん
が
石
場
カ
チ
を
披
露
。
そ
の

後
砂
カ
ラ
コ
ま
き
に
は
大
勢
の
参
加

者
が
集
ま
り
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
人

た
ち
か
ら
は
「
早
く
完
成
し
て
ほ
し

い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ゆ

く
ら
妻
有
は
春
の
完
成
を
目
指
し
て

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

レクリエーションで友達づくり

～スクラム2005～

スクラム2005が2月18日（斜、中里中学校で行われました。

この企画は、現在の村内各小学校6年生が、中学校に入って

からの各学校のギャップをなくす目的で行われたもので、今

回で2回目になります。レクリエーションを通して違う学校

の児童とふれあい、会話をし、中には冗談を言い合うなど、

既に打ち解けている場面もありました。

桐生利紀くん一友達が増えた。中学生になったら楽しそう。

　　　　中学に入ってからの不安がなくなった。

広田健汰くん一中学校にいったら、しゃべったことがない人

　　　　がいるから、しゃべりづらいと思ったけど、

　　　　これで仲問になれそう。
藤田貴裕くん一けっこう話すことができた。名前も覚えたし、

　　　　中学校に行く前に友達ができてよかった。
手前の右から桐生くん、広田くん、藤田くん

8



霧

＝
－

　　稀難

　掘
羅

繊

撚

　　難　耀蝕無

縣護難
　
魏
鍛

縫
　
畿
難

嚢織

難
、
雛
、
囎
蒲
2
3
日
の
中
越
大
震
災
の
被
害
を
受
け
、

、
．
慧
饗
澄
な
っ
た
役
場
庁
舎
。
取
壊
し
の
工
事
が

　
難
難
縢
繕
終
了
し
ま
し
た
。
新
し
い
役
場
庁
舎
建
設

．
難
馨
灘
響
後
の
取
り
組
み
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
　
．
懸

黙
鯉
霧

繍
・
懲
攣
鐵
拠
点
づ
く
り
が
急
務
。
～
庁
含
建
設
の
理
由
～

　
　
纏
繋
濾
欝
日
の
中
越
大
震
災
の
被
害
を
受
け
、
全
壊
と
な

　
　
縫
灘
穫
場
庁
舎
で
す
が
、
災
害
復
旧
の
た
め
、
ま
た
、
合

　
灘
鐘
叢
所
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
防
い
だ
り
、
支
所
庁
舎
で

　
　
鑛
難
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
た
り
す
る
た
め
、
早
急
な

　
灘
護
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　董
鰍

灘

難
縷
欝
灘
灘
懸
ぎ
ん
と
行
政
が
共
に
築
く
。
～
鹸
討
香
員
会
発
足
～

　
難
難
蹴
懇
．
鏡
の
方
が
利
用
し
や
す
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
”

綴
鑛
溝
　
欝
麟
の
で
、
建
設
の
計
画
段
階
か
ら
役
場
職
員
だ
け
で
な
く
、

難
騰
羅
懸
が
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
、
共
に
よ
り
よ
い
役
場
庁
舎
を
建
設

叢
鐵
織
．
2
月
2
4
日
に
役
場
庁
舎
建
設
検
討
委
員
会
を
発
足
し
ま
し
た
。

欝
灘
会
は
中
里
村
民
m
名
、
役
場
職
員
2
名
の
計
1
2
名
で
構
成
さ
れ
て

麟
叢
ず
。
職
員
だ
け
で
は
目
が
行
き
届
か
な
い
部
分
な
ど
、
利
用
す
る

側
か
ら
み
て
の
貴
重
な
ご
意
見
を
取
り
入
れ
て
、
住
民
の
方
の
た
め
の

庁
舎
を
建
設
し
ま
す
。

◎
慧
窺
が
飛
び
交
う
。
ベ
ス
ト
を
目
指
し
て
。
～
会
議
で
の
論
議
～

　
24
日
に
第
1
回
目
の
検
討
委
員
会
の
会
議
が
あ
り
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
う
手
法
を

使
い
、
委
員
会
メ
ン
バ
ー
か
ら
様
々
な
活
発
な
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。
3
月
に
数
回
の
会
議

を
開
き
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
活
用
し
や
す
い
役
場
庁
舎
を
め
ざ
し
て
、
検
討
を
重
ね
て
い

き
ま
す
。

ー
ク
シ
ョ
ッ
ブ
の
ハ

＾
一

　
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
思
っ
た
こ
と
を
紙
に
書
き
出

し
、
班
で
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
が
よ
か
っ
た

・
待
合
室
が
あ
り
バ
ス
待
ち
に
利
用
で
き
た
。

・
村
の
中
心
に
あ
り
国
道
沿
い
だ
っ
た
。

・
窓
口
業
務
が
1
階
に
あ
り
、
一
連
で
手
続
き
で

　
き
る
。

こ
ん
な
点
が
不
便
だ
っ
た

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な
い
。

・
各
課
の
位
置
が
わ
か
ら
な
い
。
案
内
板
が
よ
く

　
わ
か
ら
な
い
。

・
階
段
が
お
年
寄
り
な
ど
に
や
さ
し
く
な
い
。

・
薄
暗
く
て
入
り
に
く
い
イ
メ
ー
ジ
。

こ
ん
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
い
い
な
！

・
住
民
ホ
ー
ル
に
く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス

　
（
喫
茶
・
健
康
器
具
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

・
機
能
の
追
加
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
エ

　
レ
ベ
ー
タ
ー
）

・
1
階
に
自
由
に
使
え
る
会
議
室

・
1
階
に
選
挙
や
期
日
前
投
票
所
が
で
き

　
る
ス
ペ
ー
ス

・
災
害
時
に
対
応
で
き
る
設
備
と
そ
の
対

　
応
物
品
収
納

支
所
に
こ
れ
だ
け
は
残
し
て
ー
・

．
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
上
下
水
道
・
道
路
等
）

・
地
域
活
性
化
を
支
援
す
る
仕
事

・
窓
口
申
請
業
（
戸
籍
・
税
務
）

・
農
業
と
観
光
の
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雛

⑬
建
設
検
討
委
員
会
メ
ン
バ
ー

鈴
木
隆
夫
（
重
地
）
、
林
真
砂
子
（
上
山
）
、
南

雲
勝
男
（
堀
之
内
）
、
山
田
千
恵
子
（
山
崎
）
、

鈴
木
田
加
子
（
角
間
）
、
樋
口
元
一
（
白
羽
毛
）
、

上
原
聡
（
上
山
）
、
斎
喜
唯
晴
（
倉
俣
）
、
広
田

智
（
田
中
）
、
羽
鳥
ヨ
シ
子
（
新
屋
敷
）
、
江
口

登
（
役
場
）
、
広
田
達
巳
（
役
場
）

メ
ン
パ
ー
の
声
山
里
恵
子
さ
ん

　
昨
年
12
月
2
3
日
の
中
越
地
震
に
よ
り
、
中
里

村
旧
庁
舎
は
全
壊
と
診
断
さ
れ
、
こ
れ
以
上
放

つ
て
お
く
こ
と
は
危
険
と
聞
い
て
い
た
の
で
、

取
り
壊
し
を
見
て
安
心
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

で
、
今
後
十
日
町
と
△
・
併
す
る
の
だ
か
ら
、
新

し
い
庁
舎
は
必
要
な
い
じ
ゃ
な
い
か
る
と
の
意

見
も
聞
か
れ
る
中
、
合
併
す
る
か
ら
こ
そ
必
要

な
の
で
は
と
思
う
。
今
後
建
設
さ
れ
る
新
庁
舎

を
核
に
、
住
民
の
万
々
が
有
効
活
用
し
、
身
近

な
行
政
、
中
心
部
か
ら
離
れ
て
も
自
治
組
織
の

確
立
に
よ
り
活
性
化
し
て
行
く
中
里
に
す
る
為

に
、
ど
の
様
な
庁
舎
造
り
に
し
た
ら
良
い
の
か

住
民
参
加
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

検
討
委
薫
饗
購
鍵
懸
ー
随

鍍
懲
鑓
灘
闇
難
難
薫
捲
懲
嚇

　
撫
麓
欝
灘
殺
灘
欝
務
羅

磯
饗
懸
戴
欝
溝
纏
織
簿

婦
蝶
霧
蕪
蒸
麟
ー
饗
圃
俸

叢
懸
鵜
饗
翻
鹸
鰭
縫
灘
鞭

灘
覇
施
護
懸
灘
織
遜
要
羅
叢
鱗
叢
灘
．

　
麹
懸
蝶
馨
羅
態
．
灘
鱗
畿
蒸
璽
灘
灘
欝
繰

繋
鱒
謬
藝
望
懸
灘
聞
難
懸
購
縢
羅
薫
欝
獺
灘

鞠
懲
叢
繍
灘
雛
．

　
　
建
設
換
講
嚢
鐵
畿
委
藁
鑛
　
鈴
恭
隆
叢

広報なかさと平成17年3月10日9



・
麗

　藝懸
欝

き盤
騒

よ
さ
こ
い
騒
乱
走
乱

■
　
．
二
．
慧

灘

難
、
げ
『
膿

華

憲

　　矯
　一鍼

醍

繋
難
繍
，

村制施行50周年記念

噸

鴻潔

牽
鶴
響
懇
鷺
忽
嚢
興

　
2
月
2
0
日
0
、
ユ
ー
モ
ー
ル
で
村

制
施
行
50
周
年
記
念
芸
能
祭
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
で
中
里
村
と
し

て
は
最
後
と
な
る
芸
能
祭
、
そ
し
て

村
政
施
行
5
0
周
年
と
の
こ
と
か
ら
、

友
好
市
町
村
の
埼
玉
県
新
座
市
、
青

森
県
中
里
町
、
沖
縄
県
久
米
島
町
（
旧

仲
里
村
含
む
）
、
の
皆
さ
ん
が
踊
り
や

音
楽
を
披
露
し
に
駆
け
つ
け
て
く
れ

ま
し
た
。
会
場
は
溢
れ
ん
ば
か
り
の

超
満
員
。
こ
ざ
席
、
椅
子
の
席
は
も

ち
ろ
ん
、
会
場
の
隅
々
ま
で
立
ち
見

の
お
客
様
で
埋
ま
り
ま
し
た
。
会
場

は
熱
気
と
興
奮
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
、

大
盛
況
で
祭
は
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

大
和
田
嚥
子

墨

0



　　構　　謬
　譲

垂

　　難

蒙
豫

講
圖
囮

広
煽
圏

　
2
蒲
鋼
田
㈲
、
松
代
総
合
セ
ン
タ
ー
で
第
8
回

籠
圖
晦
底
域
圏
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
議
会
斑
は
、
地
域
自
治
組
織
の
あ
り
方
な
ど

雛
議
懲
撫
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

嚢

　　霞
　翻
黎

縣

・
○
報
告
　
市
長
職
務
執
行
者
決
建
の
報
告
に

　
　
　
　
つ
い
て

　
職
務
執
行
者
は

　
山
本
茂
穂
中
里
村
長

　
新
市
市
長
は
合
併
後
5
0
日
以
内
に
選
挙
で

選
ば
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
問
、
山
本
茂

穂
中
里
村
長
が
市
長
の
職
務
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

●
議
案
1
　
地
域
自
治
組
織
に
つ
い
て

地域協議会のイメージ

稀
蓑
著

要
　
望

地
域
づ
く
り

諮問・答申

意　見

活動支援

　　　　　　　　）　　　　　　　所　　　　　　ま支

　　　　購

　　　遷あ

　　癬

　市町旧§

地域固有の

行政サービス

地
域
自
治
組
織
と
し
て

地
域
協
議
会
を
設
置

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
住
む
市
民
の
声
が
生

か
さ
れ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
仕

組
み
と
し
て
、
地
域
ご
と
に
住
民
の
意
見
を

集
約
す
る
住
民
代
表
か
ら
な
る
組
織
（
地
域

協
議
会
）
を
設
置
し
ま
す
。

　
地
域
協
議
会
は
新
市
建
設
計
画
の
監
視

役
、
行
政
と
住
民
と
の
パ
イ
プ
役
な
ど
の
役

割
が
あ
り
ま
す
。
合
併
後
は
こ
の
組
織
を
母

体
と
し
、
住
む
地
域
が
暮
ら
し
や
す
く
い
き

い
き
と
し
た
地
域
と
な
る
よ
う
、
お
互
い
が

協
力
し
知
恵
を
出
し
合
っ
て
地
域
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。

・
組
織
の
構
成
は
？

公共的団体等

を代表する者

地域協議会
（1協議会25人以内）

学識経験者を

有する者

公募により選

任される者

　
委
員
の
任
期
は
2
年
と
し
、
再
任
は
妨
げ

な
い
も
の
と
し
ま
す
。
合
併
当
初
は
旧
市
町

村
か
ら
あ
ら
か
じ
め
推
薦
さ
れ
た
方
を
市
長

が
選
任
し
ま
す
。

・
何
を
審
議
す
る
の
か
？

（
毎
年
通
常
的
に
審
議
さ
れ
る
事
項
）

地
域
づ
く
り
の
方
策

地
域
振
興
基
金
の
利
息
活
用

住
民
と
協
働
で
行
う
行
政
サ
ー
ビ
ス

地
域
固
有
の
事
務
事
業

（
必
要
な
場
合
に
審
議
さ
れ
る
事
項
）

新
市
建
設
計
画
の
変
更

総
合
計
画
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画

公
の
施
設
の
設
置
・
廃
止

・
市
全
体
の
組
織

　
各
地
域
の
地
域
協
議
会
の
代
表
者
等
で
構

成
さ
れ
る
「
（
仮
称
）
地
域
自
治
組
織
研
究
協

議
会
」
を
設
置
し
、
以
下
の
こ
と
を
協
議
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

①
地
域
自
治
組
織
制
度
の
発
展
研
究

②
地
域
固
有
事
務
の
全
体
調
整

③
市
の
支
援
等
共
通
の
要
望

●
議
案
2
老
人
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護

　
　
　
　
保
険
事
業
計
画
の
取
扱
い
に
つ
い

　
　
　
　
て

　
平
成
1
7
年
度
に
お
け
る
老
人
保
健
福
祉
計

画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
合
併
前
の

十
日
町
市
、
川
西
町
、
中
里
村
、
松
代
町
及

び
松
之
山
町
の
当
該
計
画
の
集
合
を
も
っ

て
、
新
市
計
画
と
し
ま
す
。

広報なかさと平成17年3月10日11



囚
聡
醸
齢
ヂ
し
采
快
な
思
い
を
さ
せ

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
人
的
な
改

善
で
あ
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
解
決
す
る
よ
う
に
次
の
と

お
り
対
処
し
ま
す
。

働　　
　
E
メ
ー
ル
で
の
こ
指
摘
よ
り

　
　
　
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
て
（
役
場
に
）
お
電
話
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
名
乗
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
役
場
側
は
何
課
の
誰
が
応
対
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
の
か
さ
っ
ぱ
り
わ
か
り
ま
せ
ん
。
最
低
で
も
何

課
で
あ
る
か
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
個
人
の
名
前
で
応
対

す
る
の
が
い
ま
や
一
般
的
と
思
い
ま
す
が
、
役
場
で
は
ど

う
い
っ
た
教
育
を
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

　
今
回
だ
け
で
な
く
、
毎
回
毎
回
同
じ
よ
う
な
応
対
な
の

で
メ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
中
里
村
民
と
し
て
と
て
も
恥
ず
か
し
い
と
思
い
ま
し

た
。
改
善
し
て
く
だ
さ
い
。

　
行
政
・
役
場
に
対
し
て
の
ご
意
見
・
ご
指
摘
等

乙
ざ
い
ま
し
た
ら
総
務
課
政
策
係
ま
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

◆
総
務
課
政
策
係

　
T
E
」
7
6
3
－
2
5
1
5

　
F
A
X
7
6
3
1
2
0
4
4

　
甲
∋
・
＝
ミ
o
◎
＜
≡
●
墨
5
い
碧
o
●
⊇
8
富
も

※
　
電
話
交
換
業
務
は
、
震
災
に
よ
り
仮
設
事
務
所
の
保

　
健
セ
ン
タ
i
内
の
総
務
課
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
建
物

　
を
隔
て
て
の
転
送
交
換
の
た
め
時
問
が
掛
か
り
、
住
民

　
（
お
客
様
）
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　
　
シ
ス
テ
ム
的
な
改
善
は
現
在
の
と
こ
う
困
難
で
す

　
が
、
職
員
対
応
の
改
善
に
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
処
理

　
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
．
役
場
庁
内
会
議
（
村
長
、
全
課
長
）
に
諮
り
、
組
織

　
全
体
で
改
善
を
す
る
。

2
．
全
職
員
に
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
・
配
布
し
、
徹
底

　
さ
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灘　　　』　　　『　　　P　　コ　　　　　　　　　　コ

　　『　　慧

井ノ川翼くん（1歳）⑳
秀行さん・めぐみさんの二男（如来寺）

「翼＜～ん」と呼ぶと手を上げ、

自分で「いい子いい子」と頭をなで

る翼くん。

お兄ちゃんが大好きで、一緒に遊

んでいます。ケンカをするとお兄ち

ゃんを泣かすこともしばしば。翼君

にとってはケンカも遊びのうちなの

かな。昼問に一生懸命遊ぶので、夜

は夜泣きしないで朝までぐっすり。

「人に優し＜」と願うお父さんお

母さんに見守られ、今日も元気いっ

水道料金についてのお知らせ
冬期間の水道料金は
暫定（推定）料金となります

上下水道料金は通常、2ヶ月に1回のメーター検針

結果に基づき算出しておりますが、冬期間（2月～5

月※注：今年は4月まで）請求の料金につきましては、

積雪の影響で検針が困難であるため検針を行わず、前

年夏期の使用水量等に基づいた暫定（推定）料金によ

り請求させていただきます。請求額につきましては先

日各世帯に郵送しました、「冬期認定通知書」をご覧

下さい。なお、一部箇所は実検針を行っております。

暫定（推定）料金の

精算方法が変わります

今年は、合併に伴う新市水道業務の統一のため、暫定

（推定）料金精算のための検針を1ヶ月前倒しし（4

月末～5月上旬を予定）、5月請求料金のみにより精

算します。そのため、お客様によっては通常請求分よ

り多く料金が発生します。大変ご迷惑をおかけします

が、口座振替をご利用されているお客様は口座残高に

ご注意していただきますようお願いいたします。

新市における料金の
請求方法について

6月請求料金からは、全市統一ということで偶数月

に水道料金、奇数月に下水道料金、それぞれ2か月分

をお支払いいただきます。但し、今年の6・7月分は

それぞれ1ヶ月分となります。

以上、不明・疑問な点等こざいましたらお気軽に

お問い合わせください。
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　　　　　　　　　　5月1日（日）予定

十日町市長選挙および十日町市議会議員一般選挙

　　　　　立候補予定者説明会

　市町村合併に伴う市長選挙及び市議会議員選挙の立候補予定者説明会

を開催します。立候補にあたっての必要な手続について説明します。立

候補予定者や代理人等の関係者はご出席ください。

圖　　時 場　　　i所

市長選説明会
4月4日（月）

午後1時30分～

十日町市保健センター

2階　集団検診室

市議選説明会 4月5日㈹
午後1時30分～

クロス10　2階　中ホール

十日町市本町6丁目1

　市議選説明会は、会場の都合がありますので、一候補者につき2人ま

での出席でお願いします。

◆お問合わせ先　十日町市選挙管理委員会　晋025－757－3111
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懇死　　　　者…・…………・…・0人

麟傷　　　　者……………・…・・2人

轟死亡事故ゼロ……………751日
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皆さん、科学が進んだ現代でも血液は、人工的に作ることがで

きません。輸血用血液の安定的な供給のために皆さんのご協力を

お願いいたします。

なお、今回から献血の際、本人確認のため運転免許証・保険証

等の提示が必要ですので、ご面倒でも本人を確認できるものをご

用意願います。

●日時3月25日囲　午前10時～12時・午後1時～3日寺

●会場中里村総合センター　　　　【お問合せ先】
　　　　　　　　　　　　　民生課保健衛生係
●方式全血献血（200舵4・400励　　盈763．3121

　　定例議会轟暑案内
平成17年第1回中里村定例議会が3月14日（月〉午前10時より行

われます。一般質問は14日の予定です。この他、条例の一部改

正や平成総年度補正予算などの審議が行われます。

なお、中越大震災により議場が使えなくなったため引き続き

総合センター2階が議場となります・（詳し　　【お問合せ先】

くは議会事務局にお問い合わせください・）　議会事務局

皆様の傍聴をお待ちしています。　　　　　E763－3127

3月分口座振替日変更のお知らせ
4月1日の市町村合併のため3月分のロ座振替日を下記の

とおり変更いたします。

ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いいたします。

　　3月31日（木）⇒3月22日（火）

尚、毎月行われていました『ロ座振替の再振替』は行いま

せんので、こ了承ください。

［ニニ亟壽問合せ先税務課　盈763－2507 「
」

3／13庭野医院＋日町市忠752－2711

3／20　田中外科医院＋日町市四752－2403

3／21　たかき医院＋日町市晋758－2361

3／27　本町クリニック＋日町市晋750－1160
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15（火）

1灘 壽毒灘

1㈱騰灘も『ン）凹七川荘

17（木》

1躍霧主相馨1鶉禦1凋デイサービス

1咄翻膠記念式典図ユーモール

　　春分の日
20（日）　ドーム中里き☆ら○ら定期投影四ユーモー

　　ル◎11：00～11：40

21（月）振替休日

22（火〉

23（水〉

24（木〉

　　献血　図総合センター

2曲躍櫨罎鰐悩撃イサービスセ
　　ンター　◎13：30～16：00

26仕）

27（日）殆僑課島ら定期投影四ユーモー

28（月）聾鞭謬孟コエ）四七川荘

29（火）

30依）

31（木）1中里村閉村

1（金）新市『十日町市』誕生

2仕）

3（日）蒐騙舗課島ら定期投影凹ユーモー

4（月）

5㈹艶児瀦架、暫相談図中里総合セン

鑛変更する場合があります。ご用の際は確認をお願いします。

村の人口を報告します．

2月末現在（）は前月比

鱒人ロ
男　3，113人（＋1）

女3，167人（＋1）、
計　6，280人（＋2）

麟世帯数
1，689（＋2）て！した。
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